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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、BAG1関連タンパク質ファミリーのメンバーです。BAG1は、BCL-2、Rafタンパク質キナーゼ、ステロイドホルモン受容体、成長因子受容体、熱ショックタンパク質70 kDaファミリーのメンバーなど、さまざまな細胞アポトーシスおよび成長関連タンパク質との相互作用を介して機能する抗アポトーシスタンパク質です。このタンパク質はC末端近くにBAGドメインを含み、これがHsc70/Hsp70に結合してシャペロン活性を阻害する可能性があります。このタンパク質は、腫瘍壊死因子受容体1型（TNF-R1）およびデスレセプター3（DR3）のデスドメインと関連していることが判明しており、それによって下流の細胞死シグナル伝達を負に制御します。このタンパク質の細胞死の制御役割は、インテグリンを介したマトリックス接触が失われている間にアポトーシスを起こす上皮細胞で実証されました。異なる機能をコードする選択的スプライシング転写バリアント：基質放出を促進することでHSP70/HSC70のシャペロン活性を阻害する（類似性による）。恒常的なTNFRSF1Aシグナル伝達を阻害する。,類似性：1つのBAGドメインを含む。,サブユニット：HSP70/HSCシャペロンのATPaseドメインに結合。TNF非存在下でTNFRSF1Aのデスドメインに結合し、TRADDやTRAF2などのアダプター分子の結合を阻害する。TNFRSF12のデスドメインに結合する。,組織特異性：普遍的。,
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